
：工事対象建物

：屋外緑化整備範囲

※整備範囲の形状は一例であり、応募者の
　提案を妨げるものではありません。

：広場等整備範囲

凡 例

渡り廊下位置（案）
屋根付きオープン

〔 改 訂 〕

図面１

共同

製図室

 理学部３号館 理学部４号館

理学部２号館

理学部１号館

自然科学研究科
総合研究実験棟

車庫

図書館

工学部分室

工 学 部 １ 号 館

工学部研究棟Ｉ

工学部３号館

工学部２号館

自然科学研
究科研究棟

自然科学研
究科実験棟

事務局本館

理学部２号館

1/1000熊本大学(黒髪南)工学部他校舎改修施設整備等事業事 業 名
外構整備範囲図（案）



Ａ

記号 特殊工事項目凡例

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ﾗｯｸ上 200m

Ｅ

凡 例

6KV　CVT-38
屋外電力線 受電室～工学部１号館

数　量　等

6KV　CVT-38

〃

〃 理学部２号館～理学部３号館

Ｃ

Ｂ

受電室～理学部２号館
6KV　CVT-60
工学部１号館～研究資料館
0.6KV　CVT-38

Ｄ

Ａ

0.6KV　CVT-38
〃

〃

工学部１号館～工学部２号館

受電室

自然科学研

音響実験室

製図室

衝撃極限環境

自然科学研

防災実験室

工学部分室

南地区福利施設

南地区ﾎﾞｲﾗｰ室         

工学部８号館

水理実験棟

理学部１号館

理学部２号館

施設

工学部３号館

車庫

県道３３７号線　幅員8m

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ

工 学 部 １ 号 館

共同

工学部２号館

工学部記念館

総合研究棟

ﾍﾞﾝﾁｬｰﾗﾎﾞ・ 

情報処理ｾﾝﾀｰ

総合情報

民　家

自然科学研究科
総合研究実験棟

研究実験棟

機械実習工場Ｂ

処理センター

機械実習工場Ａ

工学機器ｾﾝﾀｰ

工学部研究資料館

RI実験棟

工学部９号館

理学部４号館
理学部３号館

究科実験棟

南地区福利施設

ヘリウム棟

図書館

工学部研究棟Ⅱ

研究実検棟

工学部研究棟Ｉ

衝撃実検棟

工学部研究棟Ⅱ-2

究科研究棟

事務局本館

図面２－１

Ｎ

（屋外電力（案））［改訂］インフラ計画図

ﾗｯｸ上 370m

ﾗｯｸ上 150m

ﾗｯｸ上 70m

ﾗｯｸ上 70m

黒髪団地（南地区）



〃

EM-GI-14C 自然総研～理2　埋設10m ﾗｯｸ上 61m〃

〃

凡例 特殊工事項目

〃

凡 例

Ｍ

数　量　等

〃

記号

〃

（既設使用）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

自然研：自然科学研究科研究棟

　　　環境衝撃極限環境

Ｇ

Ｄ

Ｈ

（屋外通信（案））［改訂］ 図面２－２

ＩＥ

Ｏ

自然総研：自然科学研究科

（既設使用）

（既設使用）

（既設使用）

（既設使用）

インフラ計画図

（既設使用）

総合研究実験棟

（既設使用）

情報通信配線(ｷﾞｶﾞ)

熊本大学黒髪団地（南地区）

自然科学研

音響実験室

製図室

衝撃極限環境

自然科学研

水理実験棟

工学部分室

南地区ﾎﾞｲﾗｰ室
防災実験室
        

工学部８号館

工学部２号館

理学部１号館

理学部２号館

施設

工学部３号館

車庫

県道３３７号線　幅員8m

ﾍﾞﾝﾁｬｰﾗﾎﾞ・ 

工 学 部 １ 号 館

共同

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ

工学部記念館

総合研究棟

南地区福利施設

総合情報

民　家

機械実習工場Ｂ

総合研究実験棟

研究実験棟

情報処理ｾﾝﾀｰ

処理センター

機械実習工場Ａ

工学機器ｾﾝﾀｰ

工学部研究資料館

RI実験棟

工学部９号館

自然科学研究科

理学部３号館

究科実験棟

工学部研究棟Ⅱ

ヘリウム棟

図書館

理学部４号館

研究実検棟

工学部研究棟Ｉ

衝撃実検棟

工学部研究棟Ⅱ-2

究科研究棟

事務局本館

EM-GI-14C 理２～理３　ﾗｯｸ上 130m

EM-GI-14C 理３～自然研　ﾗｯｸ上 120m

Ｎ

Ｋ

EM-CCP-AP0.5-100P 情基～理３　ﾗｯｸ上 130m(既設使用)

Ｍ

Ｏ

EM-GI-4C 工１～SVBL　ﾗｯｸ上 370m

通信線(電話)

EM-CCP-AP0.5-20P 工１～工学部資料館　ﾗｯｸ上 100m(既設使用)

Ｐ

EM-SM-4C×3 工１～工２　ﾗｯｸ上 80m

EM-CCP-AP0.5-100P×4 情基～理２　ﾗｯｸ上 300m(既設使用)

Ａ

EM-CCP-AP0.5-30P  工１～工２　ﾗｯｸ上 80mＣ

EM-SM-4C 情基～工１　ﾗｯｸ上 140m

Ｅ

CCP-AP0.5-100P×3・50P×3 情基～工1　ﾗｯｸ上 120m(既設使用)

Ｄ

Ｈ

Ｆ

Ｊ

Ｂ

Ｌ

Ｇ

Ｉ

情報通信配線(FDDI)

EM-GI-14C 工１～事務局　ﾗｯｸ上 80m

EM-GI-14C 工１～自然総研　ﾗｯｸ上 320m

EM-SM-4C 情基～理２　ﾗｯｸ上 280m

EM-SM-4C×5 理２～理３　ﾗｯｸ上 130m

EM-GI-14C 情基～工１　ﾗｯｸ上 100m

理１：理学部１号館
理２：理学部２号館
理３：理学部３号館

※略称

SVBL：ﾍﾞﾝﾁｬｰﾗﾎﾞ・衝撃極限
工２：工学部２号館

情基：情報基盤ｾﾝﾀｰ

工２：工学部２号館

Ａ

Ｂ

Ｆ

Ｊ

Ｐ

Ｃ

Ｎ

工１：工学部１号館

Ｌ

Ｋ

Ｎ



凡例

屋外通信線

凡 例

Ｅ

受信機

火報　HP1.2-5P　ﾗｯｸ上 1,600m

数　量　等

ＧＲ型　　　１台

特殊工事項目

Ｄ

中継器盤 ＧＲ型　　　

自然科学研

音響実験室

製図室

衝撃極限環境

自然科学研

防災実験室

工学部分室

南地区福利施設

南地区ﾎﾞｲﾗｰ室         

工学部８号館

水理実験棟

理学部１号館

理学部２号館

施設

工学部３号館

車庫

県道３３７号線　幅員8m

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ

工 学 部 １ 号 館

共同

工学部２号館

工学部記念館

総合研究棟

ﾍﾞﾝﾁｬｰﾗﾎﾞ・ 

情報処理ｾﾝﾀｰ

総合情報

民　家

自然科学研究科
総合研究実験棟

研究実験棟

機械実習工場Ｂ

処理センター

機械実習工場Ａ

工学機器ｾﾝﾀｰ

工学部研究資料館

RI実験棟

工学部９号館

理学部４号館
理学部３号館

究科実験棟

南地区福利施設

ヘリウム棟

図書館

工学部研究棟Ⅱ

研究実検棟

工学部研究棟Ｉ

衝撃実検棟

工学部研究棟Ⅱ-2

究科研究棟

事務局本館

（屋外火災報知設備（案））［改訂］インフラ計画図 図面２－３

Ｎ

黒髪団地（南地区）



数　量　等

受電室～工学部１号館

Ｂ

Ｅ

Ｅ

特殊工事項目

改修計画建物

工学部１号館～研究資料館

Ｄ

Ｄ

Ａ

記号

〃

〃
0.6KV　CVT-150

6KV　CVT-38

〃 理学部２号館～理学部３号館
6KV　CVT-38

〃

工学部8号館～工学部２号館

Ａ

6KV　CVT-38

凡例

凡 例

受電室～理学部２号館
6KV　CVT-38

屋外電力線

Ｂ

埋設 30m
埋設 80m

ﾗｯｸ上 170m

ﾗｯｸ上 410m

Ｃ

受電室

ﾗｯｸ上 70m

ﾗｯｸ上 210m

Ｃ

工学機器ｾﾝﾀｰ

機械実習工場Ａ

処理センター

工学部９号館

RI実験棟

工学部研究資料館

機械実習工場Ｂ

民　家

総合情報

情報処理ｾﾝﾀｰ

研究実験棟

総合研究実験棟
自然科学研究科

衝撃実検棟

工学部研究棟Ｉ

研究実検棟

事務局本館

究科研究棟

工学部研究棟Ⅱ-2

工学部研究棟Ⅱ

究科実験棟

理学部３号館
理学部４号館

図書館

ヘリウム棟

南地区福利施設

南地区ﾎﾞｲﾗｰ室

南地区福利施設

工学部分室

水理実験棟

工学部８号館

        
防災実験室

製図室

音響実験室

自然科学研
自然科学研

衝撃極限環境

工学部２号館

共同

工 学 部 １ 号 館

ﾍﾞﾝﾁｬｰﾗﾎﾞ・ 

総合研究棟

工学部記念館

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ
施設

理学部２号館

理学部１号館

県道３３７号線　幅員8m

車庫

工学部３号館

Ｎ

図面３－１インフラ現状図 ［屋外電力］

黒髪団地（南地区）



EM-GI-4C 工学部研究棟Ⅱ～SVBL

EM-GI-4C 工学部研究棟Ⅱ～情報処理ｾﾝﾀｰ

EM-GI-14C 理３～自然研

EM-GI-14C 理２～理３　

ﾗｯｸ上 300m

〃 ﾗｯｸ上 190m

ﾗｯｸ上 110m

ﾗｯｸ上 100m

〃

〃

〃

ﾗｯｸ上  106m埋設  220m

Q

〃 ﾗｯｸ上  50m埋設  10mEM-GI-14C　自然総研～理２　　

凡 例
特殊工事項目 数　量　等

〃

記号

〃

ﾗｯｸ上 33m

ﾗｯｸ上 110m

凡例

埋設 30m

〃

〃

ﾗｯｸ上 300m

ﾗｯｸ上 297m

ﾗｯｸ上  70m

ﾗｯｸ上 100m

〃

露出配管57m

ﾗｯｸ上 680m

ﾗｯｸ上 350m

〃

〃

〃

〃

M

L
Ｈ

　　　環境衝撃極限環境

改修計画建物

インフラ現状図

ﾗｯｸ上 100m

Ｄ

［屋外通信］〔改訂〕 図面３－２

※略称

Ｇ

工１：工学部１号館

自然科学研究科研究棟自然研:

理１：理学部１号館

総合研究実験棟

理３：理学部３号館

自然総研:自然科学研究科SVBL：ﾍﾞﾝﾁｬｰﾗﾎﾞ・衝撃極限

情基：情報基盤ｾﾝﾀｰ
理２：理学部２号館

ＩＥ

O

工２：工学部２号館
工２：工学部２号館

情報通信配線(ｷﾞｶﾞ)

熊本大学黒髪団地（南地区）

工学機器ｾﾝﾀｰ

機械実習工場Ａ

処理センター

工学部９号館

RI実験棟

工学部研究資料館

機械実習工場Ｂ

民　家

総合情報

情報処理ｾﾝﾀｰ

研究実験棟

総合研究実験棟
自然科学研究科

衝撃実検棟

工学部研究棟Ｉ

研究実検棟

事務局本館

究科研究棟

工学部研究棟Ⅱ-2

工学部研究棟Ⅱ

究科実験棟

理学部３号館
理学部４号館

図書館

ヘリウム棟

南地区福利施設

南地区ﾎﾞｲﾗｰ室

工学部分室

水理実験棟

工学部８号館

        
防災実験室

製図室

音響実験室

自然科学研
自然科学研

衝撃極限環境

工学部２号館

共同

工 学 部 １ 号 館

ﾍﾞﾝﾁｬｰﾗﾎﾞ・ 

総合研究棟

工学部記念館

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ
施設

理学部２号館

理学部１号館

県道３３７号線　幅員8m

車庫

工学部３号館

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｍ

Ｃ

EM-GI-14C 工１～自然総研　

EM-GI-14C 工１～事務局

情報通信配線(FDDI) EM-GI-14C 情基～工１　

EM-SM-20C 理２～理３

EM-SM-4C 情基～理２

EM-SM-2C 工１～工２　

EM-SM-2C 情基～工１　

EM-CCP-AP0.5-10P  工3～工２　

CCP-AP0.5-100P×4 情基～理２

EM-CCP-AP0.5-10P  情基～工学部研究資料館　

通信線(電話)

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ CCP-AP0.5-100P×3・　50P×3 情基～工1

Ｂ

Q

Ｊ

Ｆ

P

Ｎ

N

Ｋ

Ｌ

Ａ

EM-CCP-AP0.5-100P 情基～理３　



Ｃ

数　量　等

火報　HP1.2-5P  　ﾗｯｸ上2,000m

Ａ

Ｄ

Ｂ

凡 例

特殊工事項目

受信機

屋外通信線

Ｅ

凡例

既設

改修計画建物

工学機器ｾﾝﾀｰ

機械実習工場Ａ

処理センター

工学部９号館

RI実験棟

工学部研究資料館

機械実習工場Ｂ

民　家

総合情報

情報処理ｾﾝﾀｰ

研究実験棟

総合研究実験棟
自然科学研究科

衝撃実検棟

工学部研究棟Ｉ

研究実検棟

事務局本館

究科研究棟

工学部研究棟Ⅱ-2

工学部研究棟Ⅱ

究科実験棟

理学部３号館
理学部４号館

図書館

ヘリウム棟

南地区福利施設

南地区ﾎﾞｲﾗｰ室

南地区福利施設

工学部分室

水理実験棟

工学部８号館

        
防災実験室

製図室

音響実験室

自然科学研
自然科学研

衝撃極限環境

工学部２号館

共同

工 学 部 １ 号 館

ﾍﾞﾝﾁｬｰﾗﾎﾞ・ 

総合研究棟

工学部記念館

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ
施設

理学部２号館

理学部１号館

県道３３７号線　幅員8m

車庫

工学部３号館

［屋外火災報知設備］インフラ現状図 図面３－３

Ｎ

黒髪団地（南地区）



工学部３号館

工 学 部 １ 号 館

工学部９号館

情報処理ｾﾝﾀｰ

共同

工学部研究資料館

工学部８号館

工学部研究棟 Ｉ

工学部２号館

製図室

熊本大学黒髪団地（南地区）配置図

冬季主風向

夏季主風向

図面４－１
［工学部屋外給水配管］インフラ計画図

土中埋設　100φ　　７１ｍ屋 外 ガ ス 管

屋外ガス（土中）　100φ 71ｍ

Ｎ

屋外給水（共同溝）　100φ 26ｍ

特 殊 工 事 項 目凡 例

共同溝内　100φ　　２６ｍ屋 外 給 水 管

数　量　等

機械設備関係特殊工事凡例



インフラ計画図 ［工学部屋外排水配管］

１００人槽：3,000×8,000×2,300H

１５０人槽：3,400×8,000×2,300H

２００人槽：3,900×9,400×3,000H

(116ｍ+80ｍ)

汲み取り消毒後、GL-500まで解体・撤去。

（参考寸法）

35ｍ+35ｍ+96ｍ+48ｍ+105m)

浄化槽解体、撤去

既設浄化槽(150人槽)解体撤去

熊本大学黒髪団地（南地区）配置図

既設浄化槽(200人槽)解体撤去

既設浄化槽(100人槽)解体撤去

図面４－２

工学部研究棟 Ｉ

工学部８号館

製図室

工学部２号館

工学部研究資料館

工 学 部 １ 号 館

工学部３号館
共同

情報処理ｾﾝﾀｰ

土中埋設　200φ　196ｍ

屋外排水（雨水）150φ 115ｍ
冬季主風向

屋外排水（汚水）200φ 116ｍ

屋外排水（雨水）150φ 35ｍ

夏季主風向

Ｎ

屋外排水（汚水）150φ 43ｍ

屋外排水（雨水）150φ 29ｍ

屋外排水（汚水）150φ 111ｍ

屋外排水（雨水）150φ 48ｍ

屋外排水（汚水）150φ 50ｍ

屋外排水（雨水）150φ 96ｍ

屋外排水（汚水）200φ 80ｍ

屋外排水（雨水）150φ 35ｍ

屋外排水（雨水）150φ 105ｍ

(43ｍ+50ｍ+111ｍ+115m+29m

数　量　等

土中埋設　150φ　667ｍ

機械設備関係特殊工事凡例

特 殊 工 事 項 目

屋外排水管

凡 例



理学部３号館

理学部２号館

車庫

理学部４号館

事 務 局 本 館 理学部１号館

工 学 部 １ 号 館

自然科学研究科・ 

理学部研究棟

共同溝内        　　８０φ　　８０ｍ屋外消火管

インフラ計画図 ［理学部屋外給水配管］〔改訂〕

屋外市水管

共同溝・床下ﾋﾟｯﾄ　　８０φ　　８０ｍ

共同溝・床下ﾋﾟｯﾄ　　５０φ　２３０ｍ

屋外給水管 ８０φ ８１ｍ

ヘリウム回収管（共同溝・ﾋﾟｯﾄ内）　５０φ ２１８
ｍ

ヘリウム回収管（土中）　５０φ ２７ｍ

屋外給水管（土中） １００φ ７５ｍ

屋外給水管（共同溝・床下ピット） ８０φ ８０ｍ

共同溝内・ﾋﾟｯﾄ内　　５０φ　２１８ｍ

土中埋設　　　　　　５０φ　　２７ｍ

ﾍﾘｳﾑ回収管

屋外給水管（共同溝） １００φ ３２ｍ

屋外市水管（共同溝・床下ピット） ５０φ ８０ｍ

揚水設備

揚水設備

図面５－１

ヘリウム棟

屋外消火管（共同溝） 　８０φ ８０ｍ

屋外市水管（共同溝） ５０φ １５０ｍ

土中埋設　　　　　　８０φ　　８１ｍ

土中埋設　　　　　１００φ　　７５ｍ

高置槽　１０ｔ（１・２号館）　５ｔ（３号館）揚 水設 備

共同溝内　　　　　１００φ　　３２ｍ

数　量　等

屋外給水管

特殊工事項目

機械設備関係特殊工事凡例

凡　例

熊本大学黒髪団地（南地区）配置図



工 学 部 １ 号 館

理学部１号館
事 務 局 本 館

理学部４号館

車庫

理学部３号館

理学部２号館

自然科学研究科・ 

理学部研究棟

汲み取り清掃後、Gl-500まで解体・撤去。

（参考寸法）　５０人槽：2,000×6,000×2,700H)

浄化槽解体・撤去

ﾎﾟﾝﾌﾟﾋﾟｯﾄ解体・撤去

（参考寸法）１００人槽：2,600×7,000×3,200H)

汲み取り清掃後、Gl-500まで解体・撤去。

検水槽 １０ｔ

検水槽解体・撤去

汲み取り清掃後、Gl-500まで解体・撤去。

（参考寸法）：2,400×2,400×3,000H

（参考寸法）１００ｔ：5,200×10,200×3,000H)
屋外排水管（汚水） １５０φ ５７ｍ

屋外排水管 １５０φ １６４ｍ

屋外排水管（雨水） １５０φ １８ｍ

屋外排水管（雨水） １５０φ ８０ｍ

屋外排水管（雨水） １５０φ ２６ｍ

既設検水槽（１００ｔ）解体撤去

既設検水槽（６０ｔ）清掃後再使用

既設浄化槽（５０人槽）解体撤去

屋外排水管（汚水） １５０φ ８０ｍ

屋外排水管（実験） １５０φ １１ｍ

屋外排水管（汚水） １５０φ ９８ｍ

屋外排水管（雨水） １５０φ ８０ｍ

［理学部屋外排水配管］インフラ計画図

沈殿槽 ３ｔ

屋外排水管（汚水） １５０φ ４８ｍ

既設浄化槽（１００人槽）解体撤去

屋外排水管（雨水） １５０φ １０７ｍ

屋外排水管（雨水） １５０φ ４９ｍ

屋外排水管（実験） １５０φ ７６ｍ

屋外排水管（雨水） １５０φ ５７ｍ

図面５－２

既設ポンプピット解体撤去

屋外排水管（雨水） １５０φ ８５ｍ

熊本大学黒髪団地（南地区）配置図

既設検水槽 １０ｔ

　３ｔ　ＲＣ造り

１０ｔ　ＲＣ造り

沈 殿 槽

検 水 槽

土中埋設　１５０φ　５３８ｍ(158m+107m+80m+80m+76m+31m)屋外排水管

特殊工事項目 数　量　等凡　例

機械設備関係特殊工事凡例


	’}ŒÊ‡R†|‡P†`‡R.pdf
	図面３－１
	図面３－２
	図面３－３




